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貝殻等混獲物削減を目的とした
小型機船底びき網の漁具の改良

元 谷 　 剛・泉 川 晃 一

Improvement of Small-Scale Trawl Fishing Net for Reducing By-Catch and Discards

Tsuyoshi MOTOTANI and Koichi IZUMIKAWA

　小型機船底びき網漁業は，本県漁船漁業の漁獲量の

50％以上を占める基幹漁業である。中でも手繰り第 2 種

の 通 称「 チ ェ ー ン こ ぎ 」 は， シ ャ コOratosquilla 

oratoria，エビ類，カレイ類などを主な漁獲対象として，

県西部地区で主に操業されている。しかし，当該漁場で

は，貝殻等の混獲物が入網物の大半を占めることもあり1），

漁獲物の選別作業及び鮮度保持に影響を及ぼしている。

この問題を解決するには，貝殻等混獲物を削減するため

の漁具改良が必要と考えられる。そこで，本研究では,

漁具改良による入網物の分離効果について検討したので

報告する。

材料と方法

　改良網の製作　本調査海域で操業するチェーンこぎ網

の模式図を図 1 に示した。チェーンこぎ網（以下，通常

網という）は，網口幅 3 ～ 4 m，全長 5 ～ 6 mの二股構

造で，網口から袋網部までのすべての網目が 7 節または

8 節である。2011年に製作した漁具では，できる限り簡

素な構造で改良後の導入が行われやすいよう，網口の

2.8m後方から 1 m部分のみを 4 節の網目に拡大した（以

下，改良網という。図 2 ）。

　また，’12年には， 4 節に拡大した網目から抜ける入網

物のサイズ及び数量を調べるため，改良部上部及び下部

に網目が7節のカバーネットを装着した（以下，カバー

ネット改良網という。図 3 ）。

　改良網による試験操業　県西部の浅口市寄島町沖から

笠岡市沖の海域で ’11年10月及び ’12年10月の 2 回試験操

業を実施した。’11年は通常網及び改良網を積載した 2 隻

の漁船を用いて，それぞれの入網物と漁獲量の比較を

行った。試験操業は，曳網開始から終了まで約 4 ノット

の速力で20～30分の操業を 3 回繰り返した。’12年はカ

バーネット改良網を積載した 1 隻の漁船で，’11年と同様

の操業方法で実施した。試験操業による入網物は，貝殻，
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図 １ 　チェーンこぎ網の模式図

図 2 　改良網の模式図（2011年）
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図 3 　カバーネット改良網の模式図（2012年）
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ウニ類，ヒトデ類等その他混獲物及びそれらを除いた漁

獲物に分け，それぞれ計量した。漁獲物は魚種別に個体

数，重量及び全長等の測定を行った。なお，貝殻のほと

んどを占める二枚貝については入網サイズの比較を行う

ため，カバーネット改良網の部位毎に任意に抽出した

200個体の殻長を測定した。

　さらに，貝殻と漁獲量が多かったエビ類，シャコにつ

いては，それぞれの重量及び個体数を用いて，部位毎の

入網率を次式により求めた。

各部位入網率（％）＝各部位入網量（kg）/全入網量（kg）

　　　　　　　　　  ×100・・・①式（貝殻の入網率）

各部位入網率（%）＝各部位入網個体数/全入網個体数

　　　　　　　　　  ×100・・・②式�（ エ ビ 類、 シ ャ

コの入網率）

　また，エビ類，シャコの全長については漁具別及び部

位別に，二枚貝の貝殻の殻長については部位別に比較し

た。漁具別の全長はt検定により，また，部位別の全長，

殻長はバートレット検定で等分散性が認められなかった

ため, Steel-Dwass法による多重比較検定を行った。

結　　　果

　漁具別入網状況　通常網及び改良網における入網物重

量を表 1 に示した。通常網及び改良網の平均入網物重量

は，それぞれ24.4kg及び16.8kgと通常網が多かった。入

網物の組成は，通常網と改良網で，それぞれ漁獲物が

7.0kg及び5.7kg，貝殻が11.7kg及び5.7kgであり，改良網

では二枚貝等の貝殻の入網量が半減した。

　部位別入網状況　カバーネット改良網における入網物

重量を表 2 に，類別部位別入網個体数を表 3 に示した。

表 1 　通常網及び改良網における入網物重量（2011年）（kg）

漁具種類 操業
回次

入網物
重量

入網物の内訳
漁獲物 計 貝殻 その他魚類 甲殻類 イカ・タコ類 その他

通常網

1 24.9 0.4 7.4 0.3 0.0 8.1 10.1 6.7
2 27.0 0.6 3.1 0.0 0.0 3.7 20.0 3.3
3 21.4 1.6 6.7 0.9 0.0 9.2 5.0 7.2

平均値 ± 標準偏差 24.4 ± 2.8 0.9 ± 0.6 5.7 ± 2.3 0.4 ± 0.5 0.0 7.0 ± 2.9 11.7 ± 7.6 5.7 ± 2.1

改良網

1 17.5 1.6 7.7 0.1 0.0 9.4 4.4 3.7
2 17.1 1.3 3.0 0.1 0.0 4.4 8.3 4.4
3 15.9 0.2 2.8 0.1 0.1 3.2 4.3 8.4

平均値±標準偏差 16.8 ± 0.8 1.0 ± 0.7 4.5 ± 2.8 0.1 0.0 5.7 ± 3.3 5.7 ± 2.3 5.5 ± 2.5

表 2 　カバーネット改良網における入網物重量（2012年）（kg）

部位 操業回次 入網物重量
入網物の内訳

漁獲物 計 貝殻魚類 甲殻類 イカ・タコ類

袋部

1 11.5 0.3 3.9 0.1 4.3 7.2
2 11.4 0.4 4.6 0.1 5.1 6.3
3 22.8 0.5 6.9 0.1 7.5 15.3

平均値 ± 標準偏差 15.2 ± 6.6 0.4 ± 0.1 5.1 ± 1.6 0.1 5.6 ± 1.7 9.6 ± 5.0

改良部

1 8.4 0.4 0.6 0.0 1.0 7.4
2 15.8 0.3 1.4 0.0 1.7 14.1
3 12.5 0.4 1.7 0.0 2.1 10.4

平均値 ± 標準偏差 12.2 ± 3.7 0.4 ± 0.1 1.2 ± 0.6 0.0 1.6 ± 0.6 10.6 ± 3.4

　上部

1 5.1 0.2 0.5 0.0 0.7 4.4
2 9.4 0.1 1.0 0.0 1.1 8.3
3 5.8 0.2 1.3 0.0 1.5 4.3

平均値 ± 標準偏差 6.8 ± 2.3 0.2 ± 0.1 0.9 ± 0.4 0.0 1.1 ± 0.4 5.7 ± 2.3

　下部

1 3.3 0.2 0.1 0.0 0.3 3.0
2 6.4 0.2 0.4 0.0 0.6 5.8
3 6.7 0.2 0.4 0.0 0.6 6.1

平均値 ± 標準偏差 5.5 ± 1.9 0.2 0.3 ± 0.2 0.0 0.5 ± 0.2 5.0 ± 1.7
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部位別平均入網物重量は,袋部及び改良部で,それぞれ

15.2kg及び12.2kgと全入網物の45％が改良部に入網し

た。その内訳は,漁獲物の平均重量が，それぞれ5.6kg及

び1.6kg，また,貝殻の平均重量が，それぞれ9.6kg及び

10.6kgであり,漁獲物の入網量に違いがみられたが,貝殻

では大きな違いが認められなかった。

　一方，改良部上部及び改良部下部の漁獲物平均重量は，

それぞれ1.1kg及び0.5kgであり,漁獲物の入網量に違いが

みられた。また,貝殻平均重量は，それぞれ5.7kg及び5.0kg

と差がなかった。

　入網した漁獲物の種類数は，魚類が12種，甲殻類が 7

種，イカ・タコ類が 1 種であった。そのうち，マゴチ

Platycephalus sp. ，テンジクダイApogon lineatus，ヒイ

ラギLeiognathus nushalis，メイタガレイPleuronichthys 

cornutus，アカシタビラメCynoglossus joyneri，イシガ

ニCharybdis japonica及びイイダコOctopus ocellatusは袋

部，ヒメオコゼMinous monodactylus，イネゴチCociella 

crocodila，ネズミゴチRepomucenus richardsonii及びマ

ハゼAcanthogobius flavimanusは改良部のみで漁獲され

た。 ま た， 改 良 部 内 で は， ヒ メ オ コ ゼ， シ ロ グ チ

Atrobucca nibe，ヨシエビMetapenaeus ensis，クマエビ

Penaeus semisulcatus及びガザミPortunus trituberculatus

が上部，イヌノシタCynoglossus robustusが下部のみで漁

獲された。

　次に，カバーネット改良網による部位別エビ類，シャ

コ及び貝殻の漁獲量組成を図 4 に示した。入網物の分離

状況をみると，主要漁獲物のエビ類が袋部に約57％，上

部に約35％，下部に約 8 ％，シャコが袋部に約72％，上

部に約19％，下部に約 9 ％で，下部より上部に入網する

割合が高かった。また，混獲物の貝殻では袋部に約

47％，上部に約23％，下部に約25％と上部と下部でほぼ

同じであった。

　一方，カバーネット改良網試験で入網した二枚貝の貝

殻サイズを表 4 に示した。貝殻の平均殻長は，袋部，改

良部上部及び下部で，それぞれ22.5mm，22.1mm及び

22.6mmで有意な差は認められなかった（ p > 0.05）。

　主要漁獲物の入網サイズ　通常網及び改良網における

主要漁獲物の入網サイズ，カバーネット改良網における

主要漁獲物の入網サイズを表 5 及び表 6 に示した。また，

改良網及びカバーネット改良網により入網したエビ類及

びシャコの全長組成を図 5 ～ 8 に示した。エビ類の平均

全長は，通常網及び改良網でそれぞれ99.4mm及び

98.5mmで有意な差は認められなかった（ p >0.05）。一方，

シャコの平均全長は，通常網が88.9mm，改良網が

エビ類
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袋部 改良部上部 改良部下部

貝殻

シャコ

図 4 　カバーネット改良網による部位別エビ類，
シャコ及び貝殻の漁獲物組成 　　

表 ３ 　カバーネット改良網における類別部
位別入網個体数（３回計） 　

部位
分類 魚種 袋部 改良部

上部 下部

魚類 ヒメオコゼ     1
マゴチ     2
イネゴチ     2     1
テンジクダイ     2
ヒイラギ     1
シログチ   14     5
ネズミゴチ     1     1
マハゼ     2     1
タマガンゾウビラメ   29   14   14
メイタガレイ     1
イヌノシタ   10     2
アカシタビラメ     4

甲殻類 ヨシエビ   20   10
シバエビ   48   45   12
クマエビ     1     1
サルエビ   84   39     9
ガザミ   46     1
イシガニ     5
シャコ 589 151   76

イカ・タコ類 イイダコ     6

部位 殻長の範囲（mm）平均値±標準偏差（mm）
袋部 24.7～60.0 22.5 ± 2.5

改良部
上部 21.8～67.0 22.1 ± 2.9
下部 27.3～71.7 22.6 ± 2.8

表 4 　カバーネット改良網で入網した二枚貝の
貝殻のサイズ（2012年） 　　　　
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86.0mmで有意な差が認められた（ p < 0.01）。

　カバーネット改良網におけるエビ類の平均全長は，袋

部，改良部上部及び下部がそれぞれ89.0mm，95.3mm及

び89.5mmで，袋部と改良部下部及び改良部上部と改良

部下部との間に差が無く，袋部と改良部上部の間で有意

な差が認められた（ p < 0.01）。一方，シャコの平均全

長は，それぞれ93.0mm，100.3mm及び93.0mmで，袋部

図 5 　通常網及び改良網で入網したエビ類の全長組成
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図 6 　通常網及び改良網で入網したシャコの全長組成
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図 7 　カバーネット改良網で入網したエビ類の
部位別全長組成　　　　　　　　

図 8 　カバーネット改良網で入網したシャコの
部位別全長組成　　　　　　　　
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分類 区分 入網個体数
（３回計）

全長範囲
（mm）

平均値 ± 標準偏差
（mm）

エビ類
通常網 238 59.1～176.1 99.4 ± 16.0
改良網 106 67.4～168.9 98.5 ± 15.7

シャコ
通常網 725 58.8～133.1 88.9 ± 12.8
改良網 365 57.9～129.5 86.0 ± 12.7

表 5 　通常網及び改良網における主要漁獲物の
入網サイズ（2011年） 　　　　　

表 6 　カバーネット改良網における主要漁獲物の
入網サイズ（2012年） 　　　　　　

分類 部位 入網個体数
（３回計）

全長範囲
（mm）

平均値 ± 標準偏差
（mm）

エビ類
袋部 153 50.6 − 143.2 89.0±16.6

改良部
上部  95 63.5 − 129.7 95.3±12.3
下部  21 63.7 − 104.3 89.5±11.4

シャコ
袋部 589 49.0 − 130.1 93.0±16.7

改良部
上部 151 57.5 − 132.2100.3±13.7
下部  76 53.2 − 135.1 93.0±15.7
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と改良部下部との間に差が無く，袋部と改良部上部及び

改良部上部と改良部下部の間で有意な差が認められた

（ p < 0.01）。

考　　　察

　改良部の上部及び下部への分離状況は，貝殻では入網

量及び入網サイズに差がなかったが，主要漁獲物のエビ

類及びシャコでは，いずれも上部の方が入網個体数は多

く，入網サイズも大きかった。つまり，貝殻は漁網内を

移動しながら，改良部上部及び下部で分離されるのに対

し，エビ類及びシャコは，大型個体が漁網内の上部，小

型個体が漁網内の下部を移動しながら，それぞれ改良部

上部及び下部で分離されるものと推測された。また，改

良部に入網した12種の魚介類は,大半が底生性の種で

あったが，改良部上部には遊泳力のあるシログチが入網

した。遊泳力のある魚類は漁網内の上部付近を移動する

ものと考えられた。一方，袋部のみで漁獲されたマゴチ，

テンジクダイ，ヒイラギ，アカシタビラメ，メイタガレ

イ，イシガニ及びイイダコは，漁網内の中央部付近を移

動することが推察され，本改良網では分離しにくい魚種

と考えられた。

　漁網内における魚介類の移動について，エビトロール2）

ではほとんどの魚が袋網上部，また，筑前海の小型底び

き網3）では,マダイPagrus major幼魚は上部付近，エビ類

では，キシエビMetapenaeopsis daleiが下部付近，ツノ

ソリアカエビMetapenaeopsis dura Kuboは上部・下部同

程度との報告があるが，サイズ別の移動状況を詳しく調

査した事例はほとんどなく，漁具の改良を進めていくう

えでの課題となっている。入網物の漁具内での移動状況

を調査するには，漁具内の様々な場所にポケット網やビ

デオカメラを設置して確認する必要がある。また，漁具

の形状等が変わると，入網物の漁網内での移動状況が異

なることが考えられるため，同一形状の漁具での試験が

必要となる。そこで，現状での漁具の改良方法は，通常

使用している漁具の一部の網目を拡大，グリッド網や分

離網を設置するなどした改良漁具を製作し，それを用い

た試験を繰り返しながら，実用化に向けたより最適な改

良が進められている4−7）。

　今回製作した改良網では，通常網と比較して漁獲物が

20％ほど減少するものの，混入する貝殻の50％以上を削

減させることができたため,入網物の分離効果が大きい

ことが明らかになった。漁網中央部の底網の目合拡大は，

貝殻等の混獲物が減少し，漁獲物の選別作業の軽減が期

待できるとともに，小型の底生魚類，シャコ及びエビ類

などの不合理漁獲も低減し，資源管理効果につながると

考えられた。一方で，漁具改良の実用化には，漁業収支

のバランスも考慮する必要がある。今後は，経済面への

影響も考慮し，改良部の最適な目合，位置及び面積につ

いての検討を進めていきたい。
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